
29

】

橋

論

叢

欝
. ニ
十
三

春

草
一

癖

ア

ダ

ム
･

ス

､
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ス

打

合

第
一

同

公

開

講
演

食
お

よ

び

質
四

同

葱
談

骨
､

一

九

四

九

年
一

一

月

∵
ニ

打
､

東
京
大

挙
洪

経

演

習

室
お

よ

び
三

七

番
教

室

ア

ダ

ム

･

ス
､

､

､

ス

の

脅
の

婆
端
は
､

こ

と

し

抱
立
三

〇
周

年
を
む

か

え

る

東
大
経
済
拳
部
の

記
念
事

業
の

ひ

と
つ

と

し
て
､

同
率
部
所
戚
の

ス

ミ

ス

疲
蓄
の
一

部
の

目
録
編
集
が

く
わ
だ
て

ら

れ
た
こ

と

に

あ
つ

た
｡

こ

の

鴇
集
の

た

め

に

東
大
経

済
撃
部
を

中
心
と

す

る
ス

ミ

ス

研
究
家
(

大

内

兵

衛
､

矢

内
原

港
棒
､

舞

出

長
五

郎
､

山
田

盛
太

郎
､

大

河

内

一
男
､

高
橋

誠
一

郎
､

大

道

安

次

郎
､

高
島
善
哉
の

諸
氏
)

の

含
合
が

か

さ

ね

ら

れ
て

い

く
う
ち

に
､

ス

ミ

ス

の

経
済
理

論
だ

け
で

な

く
全

歴
と

し
て

の

ス
､

､

､

ス

を
､

ま

た
ス

･
､

､

ス

だ

け
で

な

く
ひ

ろ

く
一

入

世
紀
の

蔽
昏
と

思
想
を

研
究

す
る

た

め

に
､

｢

ア

ダ

ム
｡

ス
､

､

､

ス

の

禽
+

を
つ

く
ろ

う
と
い

う
気
運
が

生
じ
て

き
た
｡

ケ
こ

で

第
四

同
の

合
食
に

あ
た
つ

て
､

前
記
八

氏
が

蟹
起

人
と

な
つ

て
､

全
図
打

ス

ミ

ス

研
究
家
三

玉

名
(

餐

起
人
を

ふ

ぐ
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)

に

ょ

ぴ
か

け
､

ア

ダ

ム

･

ス

ミ

ス

の

昏
の

正

式
結
鼠
と
､

そ
の

最
初
の

公
開

講
演
を

お

こ

な

つ

た

の

で

あ

る
｡

昔
日
は

朝
来
の

冷
雨
に

も

か

か

わ
ら

ず
､

ニ
ー

名
の

田
席
者
を

え
て
､

感
官
で

あ
つ

た
｡

そ
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を

列
き
よ

す

る
な

ら

ば
､

矢
内

原
忠
雄
､

奔
出
長
五

郎
､

大
河
内
一

男
､
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藤
湘
吉
､

鈴
木
濁

一

郎
､
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山
正

彦
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大
内
力
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東
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)
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橋
誠
一

郎
､

寺

尾
琢
磨
､

進
部

久
歳
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以

上

慶
大
)
､

塀
経
夫
､

大

道
安
次
郎
(

以

上

師

畢
)
､

久
留
間
鮫
遭
(

大

原

赦

併
)
､

竹
内

譲
二

(

中
大
)
､

末
永
茂
菩
(

統

紹

計

局
)
､

越
村
信
三

郎
(

棟
濱

大
)
､

久
保
芳
和

(

大

阪
商

大
)
､

大
塚
金

之

励
､

杉
本
発

二

高
島
善

哉
パ
ー

橋
大
)
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諸
氏
､

お

よ

び

輩
着
で

あ
る
｡

ひ

る
ち

か

ぺ
か

ら
の

こ

ん

だ

ん

禽
に

お
い

て

ほ
､

骨
の

各
稀
､

襟
構
､

事

業
な

ど

が

協
議
決
定
さ

れ
た
が
､

そ
れ
に

よ

る

と
､

木
曾
は

骨
長
を

お

か

ず
､

任
期
一

年
の

世
話
人
三

名
(

本

年
度
は

矢

内

原
､

大

河

内
､

大

道

の

三

珠
)

を

お

き
､

事

業
と

し
て

は

月
一

同
の

こ

ん

だ

ん

禽
と

年
一
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の

講
演
昏
を

お
こ

な
い

将
来
は

機
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誌
ス

ミ

ス

廟
究
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孝
行
す
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と

に

滋

つ

て

い

る
｡
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｢
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と
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か
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ス
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世
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ロ
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な

ご
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を
､
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よ
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い
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意
囲
に
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く
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で

に

フ

ラ

ン

ス
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フ
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命
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う

･
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が

あ
つ

て
､
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こ

で

ダ

グ
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ス

は
､

リ
カ

ア

ド

渡
社
食
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義
は

本
来
ス

ミ

ス

波
融
合
主
義
と

よ

ぶ
べ

き
だ

と
､

の

べ

て

い

る
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そ
の

論
き
よ

は
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に
､

ス

ミ

ス

に

と
つ

て

は

労
働
は

債
値
の

源
泉
だ
つ

た

が
､

リ

カ

ア

ド

に

と
つ

て

は

債
倍
の

尺
度
に

す

ぎ
な
い

こ

と
､

第
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に
､

リ

カ

ア

ド
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祀

骨
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養
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の

な
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で
､
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接
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リ
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ん

で
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の
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､

ホ
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だ

け
で
､
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に

反
し
て

か

れ
ら

は
す

べ
. て

､

ス

ミ

ス

を

よ
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で
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こ

と
､
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あ
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､
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.
ス

的
で

は

な

く
､

と
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襲
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､
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あ
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､
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ホ

ジ
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､
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シ
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義
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複
願

を

し
め

し

て

い

て
､
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の
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で
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一

篇
八

寒
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に
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い

て
､

労
働
が

富
の

源
泉
だ

と

い

つ

て

い

る
｡

｢

土

地
の

私
有
と

資
本
の

蓄
積
と

に

さ

軒
だ
つ

原
始
状
態

努
働
の

全
生

産
物
は

そ
の

労
働
者
に

ぞ
く
し

た
】

(

国

富

と

い

う
思
想
か

ら
､

労
働
全

牧
鎧
権
論
を

ひ

き
だ

す
こ

と

.
は

可

能
で

あ
つ

て
､

そ

れ

と

同

様
灯
､

ス
､

､

､

ス

の

地
代
論
や

利
潤
諭
に

も
､

社
倉
皇

義
的
お

よ

び

資
本
主

義
的
な

爾
要

素
が

ふ

く
ま

れ
て

い

る
｡

ス
･

､

､

ス

の

こ

う
い

う
中
立

的
立

場
は
､

か

れ
が

産
業
革
命
以

前
の
､

す

な

わ
ち
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時
代
の

経
済
聾
者
で

あ
つ

た

た

め
で

あ
ろ

う
｡

か

一

滑

息

ー

ゝヽ.

れ
が
､

木
綿
薦
実
に

ほ
と

ん

ど
言
及
し

て

い

な
い

こ

と

か

ら

わ
か

る

よ

う

に
､

か

れ
は

産
業
主

義
の

経

済
単
著
で

は

な

く
､

努
資
の

は

げ
し
い

封
立

を

ま

だ
し

ら

な
か

つ

た

の

で

あ
る
｡

一
イ

ギ

リ

ス

に

は
､

ウ

ィ

ク

リ

ア

､

ジ

ョ

ン

･

ポ

ー

ル

以

来
の

共
産
主

義

思
想
が

あ
つ

た

が
､

モ

ア

の

政
合
致
革
的
ユ

ー

ト

ウ

ピ

ア

か

ら
ベ

イ
コ

ン

の

生
産
増
大
の

ユ

ー

ト

ウ

ピ

ア
へ

の

緯
化
を

経
て
､

ス

ミ

ス

の

時
代
に

は

こ

の

思
想
は

き
わ
め

て

よ

わ
く

な
つ

て

い

た
｡

か

れ
は

世
界
の

歴

史
を
､

努
働
能
率
埼
加
の

歴
史
と

み
､

こ

の

埼
加
が

地
主
と

資
本
家
の

費
生

以

来

も
つ

と

も
い

ち

じ

る

し
い

と

し
て
､

現
状
を

是
認
す

る
｡

常

時
の

イ

ギ

リ

ス

文
革
の

感
傷
主

義
(

た

と

え

ば
ス

タ

ー

ン

)

が
､

社
昏
的
悲
惨
を

な

げ

き
は

す

る

が
､

除
去
し

よ

う
と
し

な
い

の

と

似
て
､

ス

ミ

ス

も
､

労
働
者

に

同

情
は

す

る

が
､

悲
惨
は

生

産
檜
加
に

よ
つ

て

容

易
に

改
善
さ

れ

る
と

い

う
､

オ
プ

テ

ィ

ミ

ズ

ム

の

立

場
を
と

つ

た

の

で

あ
る
｡

こ

矢
内
原
忠
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氏

【
東
大

経
済
翠
部
所
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ア
.
ダ
ム

･

ス
､

､

､

ス

蔵
書

に
つ

い

て

1
こ
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赦
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は
､

新
渡
戸
博
士
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ロ

ン

ド
ン

の

ロ
已
匂

云

紆

C
P

か

ら

躊
入

し
て
､

東
大
解

済
畢
部
の

拓
立

記
念
に

寄
贈
さ

れ
た

も
の

で
､

一

.
四
一

部
三

〇
入
射

か

ら

な

り
､

そ
の

な

か
に

は

ス

ミ

ス

自
身
が
つ

く
ら
せ

た
一

七

八
一

年
の

綾
香
日

銀

(

目

下
印
刷
準
備
中
)

も

あ
る
｡

こ

の

三

〇

入

射

だ

け
か

ら

み

て

も
､

ス

ミ

ス

が

き
わ
め

て

ひ

ろ

い

教
養
の

持

主
で

あ
つ

た

こ

と

が

わ
か

る

が
､

さ

ら

に

興
味
あ
る

こ

と

に
､

こ

れ

ら
の

本
に
は

な

ん
の

か

き
こ

み

も

な

く
､

か
つ
､

ス

ミ

ス

の

こ

れ

か

ら
の

引
用

は
､

け
つ

し

て

げ
ん

み
つ

に

文
字
ど

お

り
で

は

な

い
｡

そ
こ

か

ら
ス
､

､

､

ス

の

本
の

よ

み

か

た

を

推
測
す

る
こ

七

も
で

き
る
｡
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